





























162原文は 「今月（光緒二十七年十一月、 1901年 12月一引用者）、孫厚現がこの世を去った。現は日本に留
学して学習院で学んでいたが、去年の秋に非難を避けるために帰国させられた。本年 8月には日本へ赴き
軍事演習を参観しに行ったが、日本から帰って武昌に着いてから、馬に乗って文昌門に入ったところ、馬




















































年別（年） 官費（名） 自費（名） 総人数（名） 備考
1898 20 20 派遣人数。
1899 78 3 81 向上
1900 98 98 日本滞在留学生人数。
1901 36 I 47 未詳
日本滞在留学生人数、 官費
1902 81 18 9 81名の内、客籍官費生 1
名、湖北籍の他省官費2名。
1903、3～9 60 65 125 日本滞在留学生人数。
1903、9～1904、3 175 143 318 日本滞在留学生人数。
日本滞在留学生人数、 443
1904 230 184 443 名の内、公費生 17名、女子
留学生 12名。
1905 未詳 未詳 約 1250 日本滞在留学生人数。
1906 未詳 未詳 1366 日本滞在留学生人数。
（表 3-3は、筆者が『湖北省志・教育J、『清国留学生会館報告』 （第二、三、四、五回）、 日本外務省外交
史料館所蔵 『在本邦清国留学生関係雑纂』（陸海軍之部）等の資料より整理し作成したものである。年別の
1903年 3月～9月と 1903年 9月～1904年 3月については表 3-1と同様である。なお、 1905年の人数につ
いては、今後更に検証する必要がある。）











































168例えば『時報」第303号 (1905年4月15日）、 『教育雑誌」 〔直隷〕第 6期 (1905年5月4日）及




























































ておく。表3-4は1907年 l月から 1910年 12月までの湖北省一般官費生、津貼生及び鉄道
官費生の人数統計である。
［表34）『官報』から整理した湖北省の留日学生人数
勾三月u 官 聖堂 詩主買占 錦之i宜 合計 『官報 JJ珂号
446 





官立 学校25 32 458 6 
主也事昔33勾三5月 (l907 ) 
私 立 学校294
医主冨！＂：）全当三107
光緒 33年 11月 (1907) 262 34 
40、 鉄 道 庁 頭
358 12 
班人数22
タ也免音34勾三11月 （1908) 207 15 39 261 24 
立 統 元年3月 （1909) 213 15 35 263 29 
Z工統 元 年9月 (1909) 159 6 35 200 35 
草E車克2生存4月 (1910) 160 8 35 203 42 
宜 統 2年 11月（ 1910) 114 2 21 137 49 
173『時報』第303号、 1905年4月15日。
174『経費報鋪冊』光緒三十二年十一月一光緒三十三年八月 0906年12月一1907年9月）。













が減っている。ただ、 1909年は前年 207名の統計より多くなり 213名となった。このわず
かな変化は、自費生が官立学校に合格して官費生になった人数が、卒業帰国する官費生数




































死去）に少し変化があった。 1910年 7月～1910年 12月の『経費報錯冊Jには、畿輔公費
の経費収支に収入がなくなり、 15名分の学費及び5名分の卒業旅行費等を払った後（この

































ほかの 3校は専ら中国人留学生のために創られた。この 4つの学校に 1903年から 1907年
まで在籍した留学生の人数は、［表3-5）の通りである。
［表3-5)1903年～1907年における4つの鉄道学校の留学生人数統計
年却I 岩合候道学校 京亜鉄道学校 五ミ京路V学堂 芳三京秩道学堂 資料来源
1903 《清国留学生会t官扱告》第凶J' 
1904 11 
31 c I羽川29、湖 《清国留学生会情扱告》第五次北］ 、広州 I)
1905 未詳 未詳 未i!I'
原史料出自《学部宮扱》第1期《留学日本各省人数
97 （此附己改 続τ！表》 〔光緒32年9月），本表引自徐亦斌 ≪i青末
I 906 35 111 yョ湖1ヒ路V学 74 四川与日本的交往之研究》 （張隻合主繍 《建筑史
堂〉 治文集 J:i'l13輯》 2000年） 《1906日本鉄路学校留
学生銃t十》。














































































186 「致東京湖北学生監督李道台」光緒三十一年八月初二日 (1905年8月31日） 『張之洞全集』9366頁。
致東京楊欽差」 光緒三十一年八月十六日 (1905年9月14日） 『張之洞全集』 9381頁。
187向上。
18 「致東京李監督」光緒三十二年正月初八日 (1906年2月l日） 『張之洞全集』 9455頁。
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193「札修正華辞駐東鉄路学堂（筒章）」光緒三十二年間四月初六日 (1906年5月28日） 『張之洞全集~ 516～ 
518頁。

























































































「参議費J 監督処桂貴 I~守揖公費 合計
額） 年額のl割相当）
450円 35 15750円
400円 227 90080円 寄月340円、
計1'1939円
年4問。円





400円 167 3400円 円 円













































































以下の表3-8は、 1906年 12月から1910年 12月までの4年間の湖北省（鉄路官費生と畿
輔公費生を含まず）の経費支出の統計である。
［表38) 1906年 12月一1910年 12月の湖北省（鉄路官費生と畿輔公費生を除外）の経費支出統計（単位
円角分厘）
年度別 総支出 学費支出
1906年12月司l907年9月 135544. 431 101713. 900 
1907年10月 1907年12月 33296. 110 28779. 920 
1908年1月 1908年6月 101909. 207 78513. 310 
1908年7月 1908年12月 60313. 355 46467. 460 
1909年1月 1909年5月 60552. 120 45797. 330 
1909年6月－1909年12月 58225. 985 35725. 770 
1910年1月ー 1910年6月 47163. 439 35797. 600 
1910年7月 1910年12月 40396. 430 27124. 690 





7545. 600 26284. 931 
928. 630 3587. 5EO 
8779. 035 14616. 862 
3583. 150 10262. 745 
4390. 730 10364. 06] 
5353. 255 17146. 960 
'1579. 349 6786. 490 
4091. 950 9179. 790 














表3-9によれば、 1908年8月の通院・入院者数が最も多しリ18人で、 一番少ないのは 1907
年4月の6人である。 統計人数を合計して、 平均値を出すと、毎月 49人の官費生が通院 ・








年月 官扱期号 人数 年月 官扱期号
人数 年月 官扱期号 人数（人） （人） （人〉 （人〉
I 907年l月 l期
24、2人
1908年6月 18期 22 1909年5月 29~,ll 59 1910年4月 40期 45 死亡
J 907年2月 2期 12 1908年7月 19期 18 1909年6月 30期 67 19 JO年5月 41期 53 
I 907年4月 4期 ti 1908年B月 20期 21 1909年7月 31期 83 1910年6月 42期 67 
.I 907年10月 10期 67 I 909年9月 2 I矧 37 1909年8月 32期 63 1910年7月 43）関 72 
118 （数




1908年ll月 23期 60 1909年IO月 34期 56 1910年9月 45期 62 
死亡
1908年l月 13期 41 1908年12月 24期 63 1909年ll月 35期 58 1910年IO月 46期 37 
1908年2月 14期 37 1909年l月 25期 56 1909年12月 36期 46 1910年11月 47期 31 
1908年3月 15期 37 1909年2月 26期 46 1910年l月 37期 61 1910年I2月 48期 32 
1908年4月 16期 50 1.909年3月 27期 50 1910年2月 38期 57 191 l年1月 49期 29 










































た 1898年～1904年の聞に使った約 60万円の留学経費を加えて、 10年間 (1905年と 1906
年の分を除く）に湖北省は、計約 120万円の留学経費を支払った。
［表 3-10)1906年 12月～1910年 12月における湖北省の支出の統計（単位：円角分）
総支出
年度
1906年12月－1907 1907年10月ー 1908年1月ー1908年61908年7月1908年 1909年1月ー19閃 1909年6月ー1909年12
1910年1月191日年6月
1907年12月 年5月年9月 月 12月 月
一般官費生 13554.431 33296.110 101909.207 60313.355 6052.120 
鉄道官費生 20616.850 9692.270 12670.720 14987.830 14293.390 
畿輔公費生 6137.70 2135.040 5786.744 5841.240 4154.020 
五絞補助金 5邸0.000 11700.000 

























湖北省の財政収支を例にして見てみる。 1908年省の収入は約 1654万5000両、 支出は 1852

























224蘇雲峯『張之洞与湖北教育改革』 （台湾中央研究院近代史研究所専刊（35）、 1976年、 201頁）を参照
225向上。
226前掲 『教育雑誌』 ［商務印書館］第7期。


























































































出身省 氏名 出身学堂 年齢（入学時） 希望学科
広東省広州府 塁突科 北洋大学堂頭等学堂 2 2 土木工学
広東省広州府 張煙全 北洋大学堂頭等学堂 2 0 政治科
広東省広州府 王建祖 北洋大学堂頭等学堂 2 1 専門学校
江蘇省蘇州府上海 張杢 北洋大学二堂学堂 2 1 応用化学




宣懐請奏設立本校章程票」 (1895年9月I9日）、 『北洋大学一天津大学校史資料選編』天津大学出版社、 1
991年4頁を参照。
235外務省外交史料館の資料は 「在本邦清国留学生関係雑纂」 （陸海軍外之部） (3-10-5-3-2）所収。
236同上。
92 
江蘇省蘇州府 周祖培 北洋大学二堂学堂 1 9 専門学校
直隷省天津 安慶澗 北洋水師学堂 2 0 造兵工学
j折江省挽州府 高淑埼 北洋水師学堂 2 1 機工工学
直隷省天津 察成埋 北洋水師学堂 2 0 応用化学
福建省関県 鄭藻丞 北洋水師学堂 1 9 土木工学
直隷省天津 沈現 北洋水師学堂 2 3 機工工学



























































































である。その後も増加する一方で、 1904年には 168名、 1906年には454名に達した。この
1906年の 454名は、 直隷省から派遣された日本への留学生数が最も多かった時期に当たる
と言える。その後は、『官報』によれば、直隷省の官費生は 1907年に 102名、 1908年に 7
名、 1910年に47名まで減少したことが分かる。
242外務省外交史料館所蔵「在本邦清国留学生関係雑纂」 （海軍学生之部） (3-10-5 3-3）。
243 『教育雑誌』 ［直隷］第ll期、 1905年8月。
244前掲外務省外交史料館所蔵「在本邦清国留学生関係雑纂J （海軍学生之部） 。
245 「在本邦清国留学生関係雑纂」陸海軍外之部（3-10-5 3 3）。




































253 『時報』第116号、 光緒三十年八月二十六日 0904年10月5日）と 『東方雑誌』第9期、光緒三十年九月
二十五日 (1904年11月2日）により、確認できる。 『東方雑誌』第9期に載っている24人の氏名は、鄭聯鵬
、李志敏、石錫枯、王治昌、斉鼎恒、斉鼎顧、委理潤浦、李成林、劉恩延、謝宝清、戴折、李応全、金書写康
、王道昌、陳松岩、楊紹宗、劉光勿、張永桂、金天録、 病天来、 張景；像、 陳宗蕃、林瀞、陳栄俗である。
254 『東方雑誌、』 第7期、光緒三十年七月二十五日 (1904年9月4日）。



























































静岡、茨城、埼玉、栃木 5県の現地考察を経て、帰国の途に立った2660 直隷省からこの 7
人に支給された費用を例にして、遊歴官紳の待遇について触れる。
この 7名の費用は表4-2（図 4-1は原文である）で示しているように、 1907年 10月か
ら1908年 1月までの4ヶ月間に一人当たり毎月 40円を支給された以外に、 一人当たり 40
円の医薬費（毎月 10円）、帰国の旅費 50円に加え、通訳代 250円（一人50円を 5人分）、












262前掲江柿 「留日学生、東遊官紳与直隷省的近代化過程（一九00～一九二八年） J 446頁。
263同注260。
264 『官報』第10期。
265自治班の講習科目については、前掲黄東蘭『近代中国の地方自治と明治日本』 199頁を参照。
266 「谷直隷提学使自治紳日邦憲等事竣回国並将学費及川資等項開単備案文」 『官報』第13期。
98 
